外来・通所リハ　チームカンファレンス記録
	平成　17年　5月　16日（月）

　　　　　　　司会　猿ヶ澤　正則　　　　記録者　佐々木　真貴子

	院 長
	課 長
	外 来

室 長
	通リハ

室 長

	
	
	
	
	


	摩尼
	谷藤
	服部
	佐々木
	松林
	岡田
	木村
	江口
	下舘
	中居
	猿ヶ澤
	小田
	瀧澤
	金澤

	早退
	○
	残り番
	○
	○
	年休
	○
	○
	残り番
	○
	〇
	○
	○
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜外来より情報提供＞

· 大下　良悦様～本日「母の用事を足していたから」と１２：３０に外来受診に来られている。

· 我満　奈津紀様～最近７：２０頃に子供を学校に送り出してから２度寝をしてしまうとの事。

　　　　　　　　　　訪問販売にて約1６万円の布団を購入した件については話さず。

· 坂本　房子様～本日外来受診予定日であったが来院せず、来週も来院されない場合は連絡予定。

· 森田　清助様～生活保護申請予定。

＜連絡事項＞

· 看護課課内研修は「認知症の病態・対応について」、１６日、１７日、２０日の３日間の予定。

都合が良い日に必ず参加すること。

· ソリューション・フォー・ウェルネスは１９日（木）に栄養士さんとの打ち合わせを行い来週にも開始予定。

＜就労前準備段階プログラムについて＞

１３日（金）オリエンテーション実施後、計１３名が参加希望している。

今週中に希望者全員と個人面談を行い最終決定の予定。

· 中村　鶴子様

· 関　秀治様

· 田名部　一樹様　　　　　第１回目導入予定者

· 佐藤　朗子様

· 番沢　政勝様

· 大久保　康弘様～金銭管理が出来ていない為。

· 清水　秋男様～通常のプログラムへ集中して参加出来ていない。就労プログラムについても自ら参　　加したいという強い意志がない。

· 川口　八寿子様～朝起きられず定時に来所出来ていないため、生活リズムの確保が必要。

· 我満　奈津紀様～子供が小学校入学直後であり、現在の生活リズムの確保が必要。

· 下村　藤江様～最近は体調不良を理由にデイケアを休みがちであり、腰痛の訴えある為。

· 巴　勇樹様～通常のプログラムへも集中して参加出来ておらず、生活リズムの確保が必要。

· 関口　禅様～五十肩の訴えあり通常のプログラムへの参加も自ら制限している為。

· 中村　与一郎様～体力の維持向上、朝なかなか起きられずにいるため生活リズムの確保が必要。

＜デイナイト利用者様事例検討＞　

· 大野　友章様

１３日（金）中村与一郎様よりスタッフへ報告あり。倉石ヨシエ様が座ろうとした際に大野様が倉石様の椅子を引っ張っていたとの事。退所時、スッタフが本人へ「今日、倉石様が転びそうになったのを知っていますか？」と話し掛けると、本人より「オレが引っ張った」という発言が聞かれる。理由を問うとテレビのチャンネル争いであり、「オレが観たいチャンネルにすると、何そんなの観てといつも言われる。」と話している。スタッフより何の理由にしろ椅子を引っ張るという行為は倉石様に怪我を負わせてしまうこともあるためやめていただくよう話すも、「オレが全部悪いんだベー…」と青風荘へ向かって小走りで行ってしまわれ青風荘スタッフへ報告している。普段からすぐに自分の否を認める事が出来ず引っ込みがつかなくなると実力行使に出てしまうが、青風荘へ戻ってからは「テレビを変えていいか？」などと声を掛けたりし周囲に気を使っている様子であったとの事。

【今後の対策】

· トラブルに気が付いたらその場で原因を明確にしすぐに注意をしていく。理解されていないような場合は時間をおき再度対応していく。

· 無理強いすると興奮する場合があるので強い口調では声掛けしない。

· 長々と話しているとふてくされてしまわれるため簡潔に分かりやすい言葉で話し掛けをする。




















































